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完
全
自
治
破
壊
を
企
図
す
る

　
京
大
医
学
部
ス
ト
ヘ
の
警
祭
の
昌
入
事
件
ヽ
関
聯
の
二
度
に
渡
る
強
制
捜
査
な
ど
こ
の
と
こ
ろ
大
学
円
に
対
ず
る
国
家
権
力
の
直
接
介
入
が
ま
す
ま
す
拡

大
さ
れ
つ
つ
あ
る
二
見
民
主
的
に
事
言
訳
・
よ
う
る
ず
と
京
大
と
、
す
で
に
そ
の
反
動
性
を
宸
骨
に
表
現
し
て
い
る
関
学
の
ち
が
い
は
あ
れ
、
大
学
は
ま

す
ま
す
そ
の
外
堀
を
頴
収
ら
れ
ヽ
国
家
の
直
接
支
配
下
に
お
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
・
し
か
も
ヽ
学
生
自
治
の
撤
底
破
壊
と
完
全
右
傾
化
と
し
て
進
行
し
て

い
る
の
が
、
現
在
的
な
学
園
闘
争
と
い
え
る
。
こ
れ
以
降
、
七
〇
年
に
む
け
て
、
こ
の
よ
う
な
大
学
の
官
憲
導
入
、
学
生
自
治
破
壊
は
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ

て
随
』
く
こ
と
は
昌
然
的
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

当
局
強
制
捜
査
を
の
む

医
制
全
国
闘
争
の
圧
殺
企
図
か

　
鴛
録
医
副
ぼ
に
反
対
し
て
長
期
ス
ト
ー
五
月
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
時

を
行
な
ぞ
い
た
京
大
医
学
部
に
四
月
一
点
ぺ
票
か
凛
酌
に
学
内
捜
査
を

七
山
機
・
贈
ぶ
が
・
サ
言
れ
た
字
四
強
制

捜
査
を
学
校
側
が
訃
し
た
こ
と
に
よ
り

医
方
ヅ
丁
け
短
た
な
萌
圓
を
迎
え

純　
七
日
午
回
八
ド
五
〇
分
、
機
動
陽
二

Ｏ
Ｏ
人
、
私
服
刑
事
五
〇
人
が
「
暴

行
、
不
法
‰
塵
」
ぷ
件
の
記
紀
集
め
の

名
目
で
医
学
部
白
白
ケ
ブ
レ
ス
、
石

医
注
水
ソ
ク
ス
、
三
回
生
水
ノ
フ
谷

捜
査
、
多
数
の
六
翔
、
学
生
名
防
、
ス

ゲ
ピ
ー
～
ル
長
な
ど
を
押
収
し
た
。
こ

の
際
、
Ｔ
ハ
の
学
生
か
‐
４
灰
痩
ブ
ラ

ス
同
で
屈
指
さ
れ
た
ほ
か
、
明
人
が
自

宅
等
で
遜
指
ざ
れ
た
。
な
七
人
は
指

名
手
記
恍

　
矢
医
学
部
で
は
二
月
甲
か
爪
谷
註

医
副
厄
反
対
ス
ト
を
行
な
っ
て
お
り
、

国
家
試
験
、
卒
只
試
験
、
大
学
院
人

証
、
卒
縦
穴
な
ど
そ
す
べ
て
水
イ
コ
ソ

上
９
る
こ
と
尹
吟
じ
て
い
た
が
、
三

月
三
一
日
の
大
学
院
入
試
に
際
し
て
二

人
の
学
生
が
受
験
し
ょ
う
と
し
た
た

め
、
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
泉
谷
帝

行
な
り
だ
こ
と
の
意
味
す
る
も
の
は
、

医
学
連
、
青
医
巡
の
全
国
闘
争
を
巴
殺

し
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
を
有
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
う
つ
。
そ

京大医学部

れ
は
「
暴
行
・
不
法
監
禁
」
事
件
に
直

接
関
係
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
、
学

生
名
跡
ま
で
持
ち
云
っ
た
こ
と
、
公
安

関
係
の
刑
事
が
こ
の
事
件
を
扱
っ
て
い

る
こ
と
に
表
わ
れ
て
い
る
。

機
動
隊
導
入
で
団
交

官
僚
的
な
学
生
指
導
部
ヽ

に
対
し
、
ス
ヽ
鴻
い
の
学
生
ド
弓
げ
兄
∵
ぶ
つ
ぅ
」
竺
白
５
£
ブ
ゾ
ご
ャ
、
ブ
に
。

　
京
大
阪
才
六
の
・
聯
剣
賜
仔
犬
に
対

し
て
、
学
位
側
と
土
石
の
団
交
が
日

亥
に
わ
た
っ
て
も
た
れ
た
が
、
学
校
側

の
優
痢
不
断
な
対
応
と
学
生
側
○
上
体

的
問
題
意
識
（
辿
父
に
お
い
て
何
を
他

行
す
る
の
か
）
の
限
界
性
か
ら
、
当
惑

は
何
ら
泰
質
的
な
ご
肢
を
見
ぜ
て
い
な

い
。

　
七
目
早
良
に
行
な
わ
れ
た
賜
ん
全

学
共
闘
蝕
以
と
医
学
部
教
怒
号
の
Ｕ

交
に
お
い
て
は
教
授
側
が
山
桜
亘
役

目
記
心
し
て
あ
る
「
事
件
」
に
つ
い
て

は
教
回
読
認
知
し
て
い
な
い
。
②
に

も
か
か
わ
ら
ず
押
収
そ
記
め
た
の
は
立

会
人
（
学
部
八
代
坦
、
大
学
帽
院
欠
代

査
に
犯
跡
で
芝
岩
四
に
同
意
を
与
元
た

総
長
と
孚
千
両
の
縦
谷
保
障
す
る
こ

と
を
約
束
し
た
。

　
八
日
の
悦
贅
言
突
ぺ
医
学
部
全

几
言
べ
づ
ぺ
づ
ー

件
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
百
か
、
そ
れ

と
も
公
方
単
作
か
に
論
争
の
焦
点
が
ボ

ケ
て
し
ま
い
、
結
局
最
終
没
前
で
奥
田

船
長
が
「
川
半
謳
作
か
公
安
半
作
か
は

今
後
事
実
資
料
に
よ
っ
て
見
当
し
て
行

き
た
い
」
と
述
べ
た
も
の
の
事
態
の
皿

鼓
は
な
か
っ
た
。

　
団
交
は
さ
ら
に
十
日
、
十
二
日
と
も

た
れ
、
大
学
側
は
学
生
の
訃
に
よ
っ

て
⊇
「
回
の
半
作
は
本
質
的
に
は
刑
事

　
こ
う
し
て
見
て
く
る
な
ら
ば
毫
か
に

学
生
剥
が
団
交
に
よ
っ
て
か
な
り
の
成

輛

果
を
徳
得
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
事
実

は
学
生
側
が
団
交
に
よ
っ
て
何
を
獲
得

し
て
行
く
か
を
明
徳
に
設
定
し
え
な
か

っ
た
故
に
、
焦
点
は
「
刑
事
事
件
か
公

安
事
件
か
」
に
ボ
ケ
て
し
ま
い
、
団
交

の
基
本
的
獲
得
目
標
で
あ
る
「
大
学
の

帝
国
主
義
的
再
編
、
国
家
檻
力
と
の

｀一

学
部
か
ら
全
学
則
規
模
へ
闘
争
を
発
展

さ
せ
る
起
爆
カ
を
形
怒
忌
と
い
う
観

点
が
完
全
に
後
方
に
押
し
や
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
現
状
の
ま
ま
で

行
く
な
ら
ば
、
医
学
部
ス
ト
は
個
別
医

学
部
の
闘
争
と
し
て
衰
退
化
し
て
し
ま

い
、
最
終
面
面
に
お
け
る
機
動
隊
の
再

４
入
、
闘
争
の
暴
力
的
解
体
と
い
う
状

況
を
生
み
出
さ
な
い
と
は
断
寡
占
な

い
時
点
に
あ
る
。

　
そ
れ
は
指
鴻
図
の
学
生
大
衆
か
ら
の

遊
能
と
い
う
現
状
に
先
見
的
に
現
出
し

て
い
る
。
三
度
に
わ
た
る
総
長
団
交
に

お
い
て
議
長
団
の
果
し
た
役
割
は
何
で

あ
っ
た
か
。
同
学
会
（
民
青
糸
）
と
医

学
部
全
学
闘
（
中
核
派
）
は
な
れ
合
い

的
に
結
合
し
て
議
長
団
を
形
成
し
て
い

た
が
、
彼
ら
は
学
生
大
衆
の
声
を
無
視

し
て
、
常
に
団
交
の
最
終
場
面
で
は
学

体
化
」
を
曇
溢
し
、
七
こ
か
ら
個
別
医
校
側
と
の
ボ
ス
交
に
よ
っ
て
納
言
を
つ

け
て
行
く
と
い
う
万
針
を
と
っ
て
い

ぺ
彼
ら
の
冒
似
則
ボ
ス
交
に
よ
っ
て

は
決
し
て
闘
争
の
全
学
化
と
い
う
状
況

は
生
ま
れ
え
な
い
し
、
団
交
の
何
た
る

か
を
も
認
識
し
な
い
対
応
で
あ
る
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
指
４
耶
が

自
ら
の
扇
穴
を
糾
る
釘
為
で
あ
吠
全

国
の
医
学
遅
、
青
嘔
闘
争
に
重
大
な

打
撃
を
与
え
る
も
の

』
こ
そ
あ
れ
、
闘

争
を
吻
別
に
４
く
が
法
で
は
決
し
て
な

い
。

学
生
逮
捕
で
自
治
の
撤
廃

　
　
右
翼
的
再
編
強
行
さ
れ
る

　
学
費
値
上
げ
反
対
と
処
分
撤
回
を
め

ぐ
っ
て
宍
学
帽
と
共
闘
公
議
派
学
生
と

の
対
立
が
激
化
し
て
い
る
関
西
学
院
大

学
に
四
月
九
日
午
前
七
時
再
び
官
憲
導

入
で
強
制
捜
査
が
行
な
わ
れ
七
人
の

学
生
が
不
当
逮
捕
さ
れ
芯

　
大
学
当
局
は
三
月
二
十
七
日
卒
業
式

当
日
の
「
理
事
盾
ら
カ
ン
詰
事
件
」
を

暴
力
事
件
と
し
て
警
察
側
の
強
制
捜
査

の
疑
い
が
あ
る
と
拓
こ

関西学院

要
メ
ン
バ
ー
の
十
一
争
闘
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
芯
　
　
　
づ

　
捜
索
の
ね
ら
い
は
晋
当
日
の
学
生

　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
’
―

招
集
に
夥
す
る
各

を
認
め
た
も
の
で
今
回
の
捜
査
で
は
全
（
共
闘
会
議

り
　
「
指
令
書

」
事
件
後
の

一心i

た
と
い
う
点

後
に
問
題
を

　
　
　
　
’
｀
　
　
・

庫
会

-=←　　　　　．．　　　　　．,-．
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徹
の
た

を
弾
圧
・

る
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ま
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握
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れ

事
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教

職。｡。
四
三
い

了
の

制
格

決
定
、
施

挙
に
あ
た

会
が
天
質

全
国
的
連
帯
を
追
求

新
入
生
対
策
に
問
題
残

凹
に
川
十
二
目
、
新
耶
於
を
む
な
兄
　
言
ぽ
、
機
岫
泳
の
個
人
ｙ
ロ
と
行

京
都
府
字
連
は
、
①
ベ
ト
ナ
ム
侵
削
戦

争
反
対
、
②
佐
藤
’
以
行
の
侵
扇
政
栄
阻

止
、
佐
瀬
同
閣
打
倒
、
③
京
大
へ
の
官

憲
浜
人
抗
議
、
大
字
の
帝
国
吉
芯
再

編
反
対
な
ど
で
全
学
連
、
府
字
連
第
一

波
他
行
則
を
行
な
っ
た
。

　
与
の
日
午
後
三
時
頃
、
本
学
明
治
能

面
で
京
大
、
立
命
、
同
志
礼
な
ど
約
五

〇
〇
人
が
行
李
遥
集
公
に
昭
集
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
ジ
ョ
ノ
ノ
ノ
声
明

は
、
’
帝
国
吉
ロ
沼
の
に
幣
と
、
米
帝

の
体
制
の
気
て
直
し
を
は
か
る
ギ
マ
ン

の
表
現
で
あ
り
、
成
田
新
国
際
謳
訴

置
、
王
子
野
戦
病
院
開
設
に
訂
し
て
役

付
芳
突
二
ち
あ
が
？
ミ
寺
逞
、
恒

言
妨
害
が
続
く
中
で
、
同
志
礼
－
山
岨

－
四
茶
所
臼
ヅ
円
山
公
図
の
コ
ー
ス

を
と
り
、
京
鰯
肘
学
遅
の
は
じ
め
て
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
武
装
デ
モ
で
は
あ
っ
た
が

比
較
的
穏
や
か
に
終
り
、
午
後
六
時

は
ヽ
円
山
公
則
雁
行
巣
公
の
矢
石

大
学
ご
と
に
解
放
し
た
。

　
こ
の
第
一
灰
白
行
動
は
、
ベ
ト
ナ

ム
情
勢
の
転
換
に
伴
う
学
生
船
の
｛
前

に
対
し
、
ど
れ
ほ
ど
帝
回
工
義
侵
溺
戦

争
の
質
と
、
大
帝
の
世
界
戦
溺
の
動
揺

と
旅
宿
莉
で
あ
る
か
を
賞
く
こ
と
が

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
新
年
度
で

新
入
生
へ
の
介
入
を
は
か
る
と
い
う
斌

冰
で
、
今
年
度
い
っ
ば
い
の
闘
争
の
第

　
し
か
し
、
京
大
の
総
大
池
父
と
も
か

ら
ま
っ
て
、
闘
争
の
四
実
が
賜
八
段
追

求
し
え
な
か
っ
応
と
い
う
点
で
、
ま
た

各
大
学
と
も
新
入
玉
の
参
加
に
あ
ま
り

で
、
若
干
な
り
右

賎
し
た
と
い
え
ご
。

靉
七
月
末
で

１１

　
鼠
白
石
が
Ｊ
昌
し
た
役
、
次
期
学

長
の
這
働
切
炭
が
同
題
に
な
っ
て
い
た

が
、
十
三
日
園
部
詐
言
言
が
不
紙
に

日
評

特

ご
別

宍委･

で

目
の
評
恍
聯
営
営
こ
と
、
③
伴

放
言
Ξ
は
五
同
な
μ
い
で
制
度
に

関
し
て
笞
良
９
否
ざ
、
た
ど
ぞ
宅
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言
づ
て
ニ
ス
　
で
・
才
諭
筝
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
「
北

倍
・
言
上
上
Ｔ
こ
こ
云
言
一
谷
滋
不
出
馬
」
声
明
（
三
月
三
十
一
日
）
を

言
犬
　
汗
叶
▽
竺
浅
海
歩
偏
を
と
る
に
い
た
り
「
和
平
」
へ
の
万

回
⊃
こ
て
て
フ
こ
か
（
Ｊ
よ
う
に
全
世
界
的
に
み
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ

の
ゾ
ノ
）
二
』
号
を
め
ぐ
る
抱
拶
を
も
っ
て
、
戦
争
の
デ
ス
カ
レ
ー
ト

か
三
白
一
∇
、
二
言
、
９
っ
に
は
「
世
界
平
祁
」
の
回
復
と
直
旨
す
る

〃

米
世
界
戦
略
の
橋
頭
呈

-

’
Ｉ
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

　
　
べ
九
①
シ
言
二
言
勺
（
そ
（
冒
一

良
的
屋
ザ
、
浪
二
≒
ご
．
1
｡
'
W
I
一
．
ヽ
一
一
一
一
一
一
一
乙
不

可
能
で
あ
亘
ヅ
萌
ご
・
Ｔ
言
回
て
）

民
谷
ス
づ
言
言
Ｔ
こ
愕
琴
抗

争
、
で
・
ま
ご
、
言
言
　
ゾ
Ξ
フ
ジ
ー

　
・
啓
二
・
不
言
≒
三
一
堂
含
、
農
民

を
宇
守
二
万
二
谷
辺
二
（
泗
政
闇

仁
判
≒
ル
ニ
ブ
ゾ
言
詰
仁
一
｛
亘
し

言
こ
（
で
ご
几
ご
Ｉ
几
二
妥
・
ス
匹
一
入
一
一
’
．
心

ド
△
ブ
、
Ｔ
）
⊃
、
二
乗
早
ア
ジ
ア

（
ノ
・
ン
ノ
ペ

奉
４

）
　
こ
近

東

・

ア
フ
ノ
∇
ブ
上
づ

‐ ‐
≒
昌
拓

ｆ
―
ｊ
ｊ
Ｍ
９
‐
‐
ｓ
．
ｌ
ｓ
ｓ
ｌ
ｇ
‐
Ｊ
／
‐
ｓ
‐
‐
｡
１
１
．
．
ｔ
ｌ
．
。
。
１
１

ｊ
”
一
＆
。
．
Ｑ
ｓ
ｉ
ｌ

政
治
的
危
ズ
ブ
八
言
言

元
て
質

の
も
の
で
あ
ぃ
ソ
、
百
）
半
匹
ぶ
良
解

脆
歿
姿
慧
子
る
一
一
石
弓
良
惣
民

個
竺
孵
言
Ｔ
ｙ
Ｆ
　
ヤ
厄
混
乱

の
谷
間
（
集
中
・
町
予
言
）
て
あ
っ
て
、

独
自
の
経
済
囲
を
も
ち
呉
ぺ
船
改

に
、
感
応
流
民
経
済
の
盤
万
遍
展

が
保
障
し
え
ず
政
治
的
独
作
九
を
も
破
綻

ぜ
ざ
る
を
え
た
く
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
』
米
の
和
平
交
】

-

だ
か
ら
で
あ
る
。
壮
の
よ
う
な
仰
望
を

せ
ず
し
て
、
現
象
を
現
象
の
ま
ま
で
理

解
ず
る
に
と
ど
ま
っ
た
り
、
あ
る
部
分

Ｈ
要
素
の
み
を
好
。
息
的
に
芭
窓
的
に
主

観
的
願
望
に
把
拙
し
た
り
、
ま
た
そ
の

全
く
迎
に
あ
る
部
分
五
言
零
過
小
に

評
価
し
た
り
軽
視
ず
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
結
論
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
「
和
平
へ
の
釦

き
」
に
お
け
る
①
契
機
と
、
②
″
優
性

函
子
″
と
″
劣
性
因
子
″
の
構
成
比
と

は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

私
は
次
の
よ
う
な
諸
点
の
回
脳
膜
討

し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
第
一
に
、
べ
九
ン
ム
戦
浪
以
叙
に
対

ず
垢
ジ
ョ
ン
ノ
ン
の
政
治
力
学
の
解
明

で
あ
石
。

　
マ
ス
［
｛
ミ
を
し
て
「
刹
的
だ
ベ
ト
ナ

右
服
の
変
更
」
　
　
（
↓
・
１
毎
日
夕

刊
）
と
い
わ
し
め
た
「
北
海
停
止
」
と

　
［
大
統
領
国
不
出
馬
］
声
明
で
、
ジ
ョ

ン
ノ
ン
米
大
統
領
は
何
・
そ
企
図
し
た
の

か
。
世
界
が
ど
の
よ
う
に
変
る
こ
と
を

§
寺
ｊ
ｊ

Ｊ
Ｑ
Ａ
Ｊ

Ｃ
ｎ
ｒ
＼

ｍ
ノ
ノ
ノ
Ｄ

こ
と
は
あ
ま
り
に
単
釣
た
オ
才
チ
ュ
ニ
ス
ト
の
回
ソ
を
ま
い
か
れ
な
い
ば
か

り
か
、
世
界
帝
日
主
義
娑
の
踊
穿
に
落
ち
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
厘
史
的
誤
謬
を
お
か
さ
な
い
た
め
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
「
和
平
１
‐
‐
‐
の

方
向
と
い
う
玩
象
に
と
ら
わ
れ
っ
ば
な
し
に
終
始
せ
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

囮
史
的
存
狂
言
で
世
曼
に
の
構
造
を
科
学
的
に
分
析
し
、
’
検
証
す
る
こ

と
を
両
度
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
は
、
三
月
三
一
日
以
降
の
「
和

平
」
へ
の
方
向
＝
軍
事
デ
ス
カ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
ア
メ
淵
力
の
イ
ン
シ
ア
チ
ィ
プ

に
よ
っ
て
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
″
注

目
″
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
・

何
即
え
に
「
和
平
」
へ
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ィ
プ
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
と
い
う
と
次
の
空
涙
な
臣
因
に
よ
る

Ｚ
）
の
で
あ
§
　
　
　
　
　
。

四

米
帝
の
政
治
軍

事
経
済
的
破
綻

-

　
第
一
に
、
今
う
年
間
二
五
〇
億
ご
を

越
え
る
ベ
ト
才
ふ
戦
費
の
単
し
か
米
国

の
国
際
碑
文
を
否
し
く
法
悦
谷
、
ド

ル
の
信
帽
一
鴛
入
き
く
願
ぷ
す
妾
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
　
（
ド
ル
危

機
）
。
六
七
谷
の
出
際
収
支
の
赤
字
は

三
五
回
七
〇
〇
〇
八
／
と
い
う
ぃ
に
額
で

あ
り
、
つ
い
ル
受
保
有
に
パ
ド
ル
の
公
的

研
謁
を
下
京
わ
三
一
四
県
ル
に
礒
で

お
ち
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
モ

れ
故
に
、
六
〇
づ
初
頭
以
降
の
ポ
ン
ド

・
ド
ル
白
沢
体
制
哺
Ｔ
六
［
］
・
Ｆ
体
制
の
皆

常
的
危
柚
が
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ニ
（
金

　
　
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
＝
軍
扇
経
済
体
制
の
拶
　
政
府
に
対
し
て
、
自
国
の
軍
隊
を
直
接

’
特
徴
回
に
し
て
詣
物
価
の
高
騰
、
加
工
沢
辺
し
て
い
な
い
と
い
う
〈
事
実
Ｖ
．
が

　
　
悦
か
ら
海
外
旅
行
費
の
剛
限
に
お
よ
ん
　
決
し
て
米
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
戦
争
に
加

　
　
で
は
国
民
経
済
の
再
生
回
遊
個
に
支
障
　
掴
Ｔ
同
盟
し
て
い
な
い
物
的
証
拠
に
な

　
首
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

　
他
力
で
の
ド
ル
危
機
に
対
す
る
防
衛
以

　
⊃
が
先
住
諸
国
に
対
し
て
利
子
平
圀

　
説
、
輸
入
課
徴
金
、
中
期
債
券
の
売
り

。
つ
け
を
強
要
し
て
く
る
と
き
、
Ｅ
Ｅ

　
Ｃ
、
日
本
な
ど
の
政
府
や
プ
ル
ジ
ョ
ｙ

　
ジ
ー
の
玉
屑
と
非
協
調
を
起
し
め
て
い

　
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
第
二
に
、
ア
メ
Ｊ
力
が
ベ
ト
才
ハ
戦

　
賜
に
お
け
る
軍
事
的
破
約
で
あ
る
。
軍

　
事
的
勝
利
の
展
望
が
見
出
せ
な
い
こ
と

　
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
一
月
末
の

　
ベ
ト
コ
ン
の
テ
ト
攻
戦
乱
斎
都
市
攻

ら
な
い
と
い
う
言
誠
に
上
向
し
て
、
帝

回
主
流
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
マ
ノ
反
革
命

同
意
の
政
治
的
暴
言
を
自
国
政
府
に
た

た
き
つ
け
、
白
山
政
府
に
対
す
る
反
政

府
闘
争
に
上
向
せ
し
め
、
し
か
も
全
固

化
を
不
断
に
形
成
ず
る
ま
で
に
い
た
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
谷
田
で

の
プ
ル
ジ
ョ
ア
内
で
、
「
夕
方
派
」
と

「
ハ
ト
派
」
分
烈
と
バ
立
を
生
み
出
し

て
い
る
。
し
か
も
、
階
級
間
対
立
と
プ

ル
ジ
ョ
ア
内
の
流
動
と
対
立
が
結
果
ず

る
谷
�
ブ
ル
ジ
ョ
ア
支
配
の
総
体
の
方

向
が
、
ア
メ
リ
カ
と
の
非
協
調
化
と
自

し
、
ま
た
、
瞰
南
ア
ジ
マ
ノ
＝
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｊ
国
か
ら
軍
隊
の
全
開
眼
逼

ｙ
亥
明

ず
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、

米
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
七
〇
年
安
保
改

定
に
む
け
て
、
自
民
党
内
の
左
右
の
対

立
が
「
碑
頃
者
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

佐
ふ
丁
福
田
体
副
に
対
し
て
、
赤
城
・

三
木
・
中
曽
根
の
ニ
ュ
圭
フ
イ
ト
と
い

わ
れ
る
非
主
流
・
反
主
流
は
「
新
谷
京

懇
話
公
」
に
結
集
し
て
い
る
。

　
他
方
、
ア
メ
引
力
川
内
に
お
け
る
反

戦
闘
争
は
、
六
五
年
の
北
温
へ
の
エ
ス

カ
ー
レ
ト
と
も
に
、
質
的
に
も
量
的
に

拡
大
し
、
ラ
ジ
カ
ル
化
の
様
模
を
呈
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
作
土
○
月
の

国
際
反
戦
闘
争
に
あ
っ
て
は
、
該
十
万

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
で

い
う
形
態
を
と
る
反
政
府
闘
争
　
反
体

制
孝
が
、
米
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
秩
序

体
制
盲
底
か
ら
の
動
括
君
言
ず

に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｍ
・

ヤ
ザ
ー
・
キ
ン
グ
博
士
の
回
（
四

昌
印
）
モ
談
に
む
昆
大
の
諮

的
「
暴
動
」
の
全
国
的
規
模
で
の
展
開

と
異
常
な
ま
で
も
の
ラ
シ
カ
2
9
ズ
ム

は
、
置
万
力
の
国
内
に
お
け
る
支
配

ぶ有でプ治岑曼匍|差

体
首
記
祭
に
容
息
大
の
地
五

位
を
緊
に
賞
与
い
る
・
こ
れ
ら
作

は
、
米
国
内
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
言
淳

そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
ま
で
に
進
展
し

で
あ
る
。

三
点
が
、
ア
メ
月
’
力
を
し
て

渉
に
い
た
ら
し
め
た
主
要
な

?,ｆマ^虚1柁

だ
が
「
和
平
」
交
渉
私

撃
以
米
、
農
村
部
に
つ
づ
い
て
都
市
部
　
立
化
の
方
向
で
あ
る
。
そ
の
畿
た
る
も
あ
り
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ヘ
の
突
入
と
徴
兵
　
と
い
急
宸
を
も
っ
て
、
ア
メ
Ｊ
力
の
　
ヽ

に
お
い
て
も
軍
事
的
敗
退
を
良
言
れ
　
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
核
武
装
の
　
令
状
の
焼
却
を
行
う
に
い
た
っ
て
い
る
世
界

斟
レ

ジ
ア
戦
略
の
転
換
と
判
四

回
努
の
立
場
に
お
と
し
い
れ
ら
れ
た
こ
　
独
自
的
開
発
と
金
通
貨
体
制
を
主
張
で
　
ま
た
ヽ
議
会
内
ヽ
党
内
で
の
ダ
カ
沁
と
　
断
す
る
ご
と
は
で
き
な
い
。
　
　
　
　
太

変
ら
ぬ
米
帝
の
世
界
戦
略

゛ゝ

戦
争
）
と
し
て
爆
死
し
た
の
で
あ
る
。

米
帝
出
生
義
の
波
濤
と
各
先
進
言
の
同

席
で
、
金
の
二
重
価
格
副
と
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の

創
設
に
よ
っ
て
小
原
状
態
を
保
持
し
て

い
る
が
、
金
価
格
の
引
上
げ
（
ド
ル
の

切
下
げ
）
は
「
不
可
避
で
あ
り
」
「
時

間
の
問
題
だ
」
と
ほ
と
ん
ど
の
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
が
推
測
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
米
国
内
の
経
済
が
軍
事
ス

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
現
段
階

ｆ
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後
進
国
革
命
と
先
進
。
］
国
。

ブ
ロ
し
ク
佑
の
阻
」
止
」

一

と
で
あ
る
。
ケ
サ
ン
基
地
で
の
北
ベ
ト

ナ
ム
軍
の
完
全
包
囲
の
も
と
で
は
、
守

勢
を
も
危
ぶ
矢
い
る
耶
旭
に
直
向
し
た

の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
内
外
に
『
お
け
る
反
戦
闘
争

の
前
掲
で
あ
心
、
三
－
ロ
ッ
パ
副
因
と

日
本
に
お
け
る
小
ブ
ル
次
帝
融
や
労
働

者
の
ベ
ト
ナ
ム
反
黙
窄
が
、
米
の
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
と
矩
府
回
を
と
る
自
国

真
向
か
ら
ア
メ
Ｊ
力
に
対
丈
す
る
ド
ゴ

ー
ル
主
義
で
あ
る
。
西
独
は
、
キ
号
ハ

ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
と
社
会
民

主
党
（
ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
の
遅
ｔ
敵
機
＝
キ

ー
シ
ン
ガ
ー
内
閣
を
形
成
し
（
六
六
年

一
二
月
）
、
夕
連
の
接
近
を
つ
よ
め
て

い
る
。
英
国
に
お
い
て
は
、
現
敵
機
を

担
当
す
る
労
働
党
が
そ
の
党
大
会
で
、

米
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
決
議
を
可
決

バ
ト
派
の
対
立
で
あ
り
、
ハ
ト
派
の
優

位
で
あ
る
ご
こ
Ｉ
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

の
大
統
領
予
備
選
挙
で
、
ハ
ト
派
の
マ

ッ
カ
ー
シ
ー
候
補
の
驚
異
的
な
進
出
が

何
よ
り
の
具
体
的
な
証
明
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ド
ル
危
機

の
中
で
、
経
済
的
政
治
的
矛
盾
を
集
申

的
に
お
わ
さ
れ
て
い
た
米
国
の
黒
人
と

　
　
一

　
　
箇
主
義
ブ
ロ

ー
Ｊ
Ｊ

化
の
方
向

ごさ惣湘ヽZZ=ぢレ、応苦心い？4、i･りツ、－ア゛芋il　l.

-

-lユ」-

　
六
〇
年
後
半
に
お
け
る
後
進
国
情
勢

は
、
政
治
的
危
機
の
全
面
化
Ｉ
階
級
間

の
非
和
解
的
対
立
と
既
争
の
恒
常
化
で

ル
ン
ペ
ロ
の
白
人
達
と
の
″
暴
動
″
と
　
て
ア
ジ
ア

に
た
と
え
ば
ケ
ネ
デ
ィ

し
た
「
ア
ジ
ア
人
を
し

i3Zil～~？
づ

」
と
い
う
　
ｌ

Ｈ
惣
諮
Ｈ
‐
‐
一
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●

（４）月嘸日昭和４３年４月１５日聞新学　生

サ
ー
ク
少
闘
争
委
の
確
立

体
が
な
い
以
上
学
館
問
題
に
対
し
、
そ

こ
か
ら
普
遍
的
問
題
へ
止
揚
し
て
ゆ
く

の
で
な
く
、
形
骸
化
し
た
サ
ー
ク
ル
と

い
う
枠
組
そ
の
も
の
、
文
運
祭
と
い
う

行
事
そ
の
も
の
吸
。
単
に
あ
る
の
だ
か

ら
守
れ
と
い
う
形
で
し
か
各
サ
ー
ク
ル

が
登
場
し
て
こ
な
い
で
あ
ろ
穴

　
こ
の
よ
う
な
文
運
サ
ー
ク
ル
の
内
実

を
考
え
る
場
合
、
文
運
本
部
の
提
起
す

る
よ
う
に
、
各
サ
ー
ク
ル
の
学
館
闘
争

委
員
会
を
軍
部
で
集
約
し
、
そ
れ
を
字

開
運
に
庫
と
め
あ
げ
る
と
い
う
の
で
は

最
早
対
応
し
き
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
、

今
問
わ
れ
る
の
は
文
運
個
別
サ
ー
ク
ル

の
闘
争
委
員
会
に
学
闘
運
が
直
接
介
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
性
、
普
遍

性
を
付
与
し
、
文
運
の
中
に
闘
か
う
先

端
部
分
尽
希
一
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
学
闘
運
の
全
学
的
意
思
統
一

と
情
宣
に
よ
っ
て
広
範
な
大
警
笛
醤

込
み
、
先
端
部
分
乖
呑
さ
え
る
学
生
の

層
を
形
成
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
学
闘
運
が
単
な
る

個
別
キ
申
ッ
プ
の
み
の
意
見
発
表
、
意

思
統
一
の
場
と
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う

し
ゴ
八
五
年
学
館
闘
争
に
お
け
る
文
遠

の
限
界
性
を
な
ん
ら
こ
え
る
こ
と
な

く
、
内
実
の
な
い
ま
ま
お
わ
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
―

関
学
・
入
学
式
に
抗
議
集
会

　
三
月
二
十
八
日
以
降
、
体
育
会
系
学

生
に
字
同
推
力
を
毎
わ
れ
に
か
た
ち

で
、
学
同
活
岫
が
一
切
で
き
な
か
っ
た

全
学
闘
は
、
四
月
五
日
の
入
学
式
終
了

｀
後
、
習
人
生
、
父
兄
の
我
る
学
内
で
授

菜
料
値
上
げ
阻
止
、
不
当
処
分
撤
回
な

ど
抗
議
の
デ
モ
、
集
会
を
行
な
っ
べ

　
こ
の
日
は
、
社
会
学
部
、
文
学
部
、

法
学
部
の
合
同
入
学
式
で
、
当
両
側
は

全
学
闘
の
盾
励
に
備
え
、
校
門
付
近
と

三
面
か
ら
続
く

ｓ
一
ａ
ｌ
－
Ｉ
Ｓ
Ｉ
－
－
ｇ
ゆ
ｌ
ａ
ｌ
１
９
ｓ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｆ
Ｉ
Ｓ
１
１
ｅ
ｌ
－
１
９
一
旬

ｓ
φ
ｓ
一
－
一
参
４
ゆ
ｓ
ｌ
ｓ
一
ｓ
一
ｅ
４
・
ゆ
一
一
ゆ
・
●
●
一
一
一
一
ぬ
一
一
ｓ
ゆ

④
今
度
発
表
し
た
新
し
い
（
和
平
）
の

イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
が
、
以
前
の
諸
愚
雲

り
も
、
平
和
の
実
現
に
成
功
度
が
高
い

と
は
、
私
は
約
束
で
き
な
い
。

　
そ
の
後
の
米
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
に
み

ら
れ
る
「
和
平
」
の
否
定
の
方
向
は
次

の
諸
点
で
あ
る
。

①
四
月
二
日
、
ア
メ
リ
カ
は
タ
ン
ホ
ア

　
（
北
緯
二
〇
院
線
か
ら
約
二
十
%
ｌ

都
）
を
爆
撃
し
た
。

②
国
防
総
省
は
北
爆
停
止
地
域
は
二
〇

度
線
以
北
だ
と
発
表
し
た
。
（
四
月
二

日
）
。

請
堂
わ
き
に
体
育
会
学
生
を
配
置
し
て

体
制
を
し
い
て
い
た
。
し
か
し
、
全
学

闘
は
入
学
式
の
終
了
後
の
午
前
十
一
時

半
過
ぎ
学
内
に
現
わ
れ
た
た
め
混
乱
は

な
く
、
約
一
〇
〇
人
の
学
生
が
中
庭
周

辺
を
デ
モ
、
そ
の
後
図
書
館
前
で
抗
議

集
会
を
開
い
芯
そ
の
集
会
で
は
、
神

学
部
学
生
会
か
ら
全
学
闘
へ
の
闘
争
参

加
と
決
議
文
が
出
さ
れ
る
な
ど
こ
れ
以

降
の
闘
争
が
確
認
さ
れ
た
。

　
集
会
の
あ
と
は
、
再
度
学
内
デ
モ
を

し
て
、
午
後
二
時
誉
ご
内
を
出
た
。
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③
四
月
一
一
日
、
ク
旦
ノ
ォ
ー
ド
米
国

防
長
官
は
、
陸
空
軍
予
備
役
二
万
四
千

五
〇
〇
人
の
即
時
召
集
を
発
表
’
‐
一
だ
。

こ
の
う
ち
一
万
人
は
南
ベ
ト
ナ
ム
に
派

遣
、
南
ベ
ト
ナ
ム
派
遣
の
米
軍
は
五
四

万
九
五
〇
〇
人
と
な
る
。

④
北
ベ
ト
ナ
ム
の
Ｖ
Ｎ
Ａ
通
信
に
よ
る

と
、
ジ
ョ
ン
ソ
シ
声
明
以
降
の
方
が
北

爆
の
割
合
は
二
倍
か
ら
五
倍
に
増
加
し

て
い
る
。
（
朝
日
＝
４
・
‥
‥
八
夕
刊
）
。

⑤
南
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ

や
大
統
領
は
、
十
日
、
総
動
員
法
を

提
出
し
た
。
こ
の
総
動
員
法
の
成
立
の

意
味
す
る
も
の
は
、
濁
十
八
歳
か
ら
四

び
榔
呑
の
す
べ
て
の
男
子
を
徴
兵
ず

　
　
学
術
団

　
　
自
主
講
座
を
準
備

一

　
昨
年
米
、
「
知
的
金
体
性
」
を
か
か

げ
て
、
学
術
研
究
運
動
の
新
た
な
運
動

を
展
向
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
術
団
本

部
で
は
、
五
月
以
降
、
「
自
主
講
座
」

を
設
置
し
て
学
内
に
切
り
込
ん
で
ゆ
く

準
備
を
は
じ
め
て
い
る
．
そ
れ
に
よ
る

　
愚
作
。
愚
か
な
作
品
。
批
評
で

き
る
よ
う
な
シ
ロ
モ
ノ
で
は
な

い
。
バ
カ
バ
カ
し
い
っ
た
ら
あ
り

ゃ
あ
し
な
い
。
今
は
一
九
六
八
年

だ
ぜ
。
な
に
が
「
き
盾
た
ち
」
だ

い
。

　
こ
ん
な
の
お
威
に
入
っ
て
水
沢

に
眠
っ
て
り
ゃ
あ
い
い
の
に
、
誰

が
引
っ
ぱ
り
出
し
て
き
た
ん
だ
。

　
危
険
だ
危
険
だ
。
「
文
部
省
這

定
」
の
栄
光
の
も
と
に
大
衆
だ
か

若
者
た
ち
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
、

と
に
か
く
お
客
さ
ん
の
目
を
い
っ

た
い
何
処
に
持
？
て
行
こ
う
っ
て

ん
だ
。
貧
し
く
こ
、
て
我
慢
し
て

清
く
正
し
く
美
し
く
生
き
な
さ

い
り
て
な
わ
け
ぶ
。

　
た
し
か
に
こ
の
映
画
の
人
物
た

ち
、
貧
し
い
け
ど
生
き
て
い
る
。
’

い
つ
も
忙
し
く
メ
シ
を
か
っ
こ

ん
で
、
よ
く
働

き
、
よ
く
泣
き

ょ
か
め
秀

１
／
ａ

ｚ
ｂ
ｌ
Ｕ
Ｑ
ｎ
@
ａ
ｌ

る
こ
と
が
で
き
、
約
七
十
八
万
に
増
強

ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
現
在
の
徴
兵
年

齢
は
十
八
歳
か
ら
三
十
三
歳
ま
で
で
、

約
六
十
五
万
人
で
あ
る
）

⑥
ア
メ
ｎ
‘
カ
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
が
提
案

し
た
接
触
場
所
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
・
ワ
ル

シ
ャ
ワ
）
を
す
べ
て
拒
否
し
て
い
る
。

　
今
回
の
米
の
ベ
ト
ナ
ム
「
和
平
」
交

渉
は
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
で
あ

り
、
ジ
ョ
ン
ソ
シ
の
「
失
地
回
復
」
の

た
め
の
場
所
的
時
間
的
確
保
で
あ
り
、

再
度
の
軍
事
エ
ス
カ
レ
ー
ト
の
″
懲
き

返
し
″
作
戦
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
）

と
、
昨
年
の
自
主
講
座
は
、
学
生
大
衆

に
重
点
を
置
い
た
あ
ま
り
、
｀
内
容
的
に

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
単
な
る
講

演
会
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
ズ
「
年
は
、

む
し
ろ
内
容
的
に
売
笑
さ
せ
、
一
個
の

思
想
集
団
の
形
成
を
も
っ
て
、
学
術
運

動
の
先
頭
に
立
ち
う
る
も
の
と
し
て

「
自
主
講
座
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
．

ら
れ
な
い
よ
さ
だ
」
な
ど
と
の
た

ま
っ
て
ガ
ッ
カ
ど
笹
る
の
だ

が
、
い
っ
た
い
「
マ
シ
メ
」
と
は

何
の
こ
っ
た
。

　
小
生
に
い
わ
せ
る
な
ら
、
こ
の

映
画
制
作
者
た
ち
の
救
い
難
い
「

マ
ジ
メ
さ
１
　
‐
は
例
え
ば
つ
ぶ
れ
た

小
さ
な
会
社
を
再
建
し
よ
う
と
し

て
行
商
ま
で
し
て
頑
張
っ
て
い
る

勝
気
な
娘
が
、
上
役
で
あ
り
婚
約

者
で
あ
る
男
に
う
・
ら
切
ら
れ
、
バ

ー
・
の
ホ
ス
テ
ス
に
な
る
の
だ
が
、

そ
れ
を
「
楽
な
遵
受
打
く
」
か
ら

い
け
な
い
、
と
い
う
ま
こ
と
に

「
楽
な
見
方
」
で
顛
く
所
な
ど
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
バ
ー
の
ホ
ス

テ
ス
＝
汚
い
商
売
、
女
工
‥
Ｈ
マ
ジ

メ
な
商
売
、
と
い
っ
た
式
の
固
定

新
倉
が
全
編
に
み
ち
み
ち
て
い

る
。
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学
開
運
と
の
結
合
を

学
館
闘
争
に
向
け
て

　
学
園
内
個
別
闘
争
は
そ
れ
が
国
家
、

資
本
と
ゆ
着
１
自
己
の
延
命
岑
ほ
か
る

大
学
の
構
造
的
矛
盾
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
限
り
、
唸
学
的
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
ま
で
個
別
闘
争
は
個
別
の

枠
内
で
し
か
闘
か
わ
れ
ず
敗
北
を
重
ね

て
き
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
個
別
闘
争

全
乖
参
差
き
込
ん
で
腿
か
う
た
め
の

刳
一
戦
渋
扇
と
し
て
、
三
月
二
十
七

日
学
濃
闘
争
連
塹
漏
（
学
斗
運
）
が

結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
学
斗
浦
の
現
在

の
闘
争
の
主
砧
は
五
月
二
十
日
の
文
運

祭
旁
甲
心
と
し
た
学
館
闘
争
で
あ
る
。

二
八
五
年
の
学
館
闘
争
は
文
運
エ
ゴ
イ

ズ
ム
か
ら
出
発
し
、
大
衆
の
自
然
発
生

住
に
完
全
に
拝
胞
し
た
闘
争
と
し
て
し

か
展
開
さ
れ
ず
量
的
問
題
と
し
て
し
か

で
現
在
に
い
た
っ
た
。
今
回
の
学
館
闘

争
に
対
し
学
闘
連
は
①
別
館
委
員
会
の

確
立
か
ら
規
約
の
起
草
を
行
な
う
②
学

館
理
念
の
宣
伝
な
ど
の
情
宣
活
動
③
五

月
二
〇
日
ま
で
に
当
局
と
の
団
交
を
要

求
す
る
と
い
う
形
で
遥
勣
萱
芯
て
い

く
が
、
学
館
闘
争
の
闘
争
主
体
で
あ
る

拳固闘争･

連絡会議

文
運
各
サ
ー
ク
ル
は
い
ま
だ
学
館
問
題

を
同
実
と
し
て
と
ら
え
き
れ
な
い
状
愈

に
あ
刄

　
文
連
本
部
は
学
館
闘
争
全
章
革
新

運
動
の
一
躍
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
会

矛
。
回
を
反
映
し
た
学
館
問
題
を
全
面
的

に
展
開
す
る
中
か
ら
普
遍
的
問
題
へ
止

揚
し
て
ゆ
く
方
向
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
牛
申
ソ

プ
段
階
で
確
認
さ
れ
た
以
上
の
事
柄
も

路
ら
れ
な
か
’
だ
た
め
に
、
そ
の
内
容
遍
詣
に
空
洞
化
し
た
各
サ
ー
ク
ル
に

は
う
や
む
や
の
内
に
ぽ
か
さ
れ
、
当
局

の
な
し
く
ず
し
的
忿
泌
言
と
い
う
形

特
長
対
聯
員

三
月
三
十
一
日
か
ら
三
日
間
行
な
わ
れ

た
文
運
の
グ
ル
ー
プ
・
ｊ
Ｉ
ダ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
日
常
活

動
の
場
で
あ
る
学
館
問
題
を
そ
の
空
洞

化
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
ゆ
え
に
と
ら
え

ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
田
な

ど
の
実
力
闘
争
は
反
発
な
し
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
形
骸
化
し
た
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て

個
別
分
散
的
に
活
動
す
る
個
人
が
、
実

力
闘
争
で
し
か
自
己
を
表
現
し
え
な
い

状
態
に
文
運
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
一
つ
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
文
運
サ
ー
ク
ル
の

空
洞
化
の
内
容
は
、
そ
の
旗
じ
る
し
と

ず
る
「
新
た
な
る
文
化
創
辿
運
動
」
の

実
体
が
ま
っ
た
く
な
く
、
既
制
の
芸
術

文
化
に
対
峠
ず
る
文
化
前
、
芸
術
前
が

不
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
原
囚
が
あ

る
。
共
同
志
向
の
場
と
し
て
の
サ
ー
ク

Ｗ
が
、
サ
ー
ク
ル
と
Ｕ
て
機
朗
す
る
た

め
の
共
】
剋
項
は
ま
っ
た
く
な
く
、
各
個

が
づ
フ
バ
ラ
の
芸
術
前
で
そ
の
サ
ー
ク

ル
に
存
在
し
て
い
る
。
新
た
な
る
文
化

芸
術
語
つ
構
築
を
な
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
各
サ
Ｌ
で
雪
左
め
上
げ
る
は
ず

の
文
巡
本
邸
も
、
文
化
委
員
会
を
わ
ざ

わ
ざ
設
ほ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、

そ
れ
犯
対
応
し
き
れ
な
い
時
、
そ
こ
に

文
首
班
邪
心
指
淋
性
が
、
各
サ
ー
ク

ル
の
動
揺
と
分
解
心
中
で
形
骸
化
し
て

い
る
こ
と
を
し
め
ず
。
サ
ー
ク
ル
の
実

　
忍
ぴ
よ
る
死

　
だ
が
果
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　
水
泳
に
興
じ
て
い
る
闘
に
、
韓
国
か

ら
舟
航
し
て
き
た
脱
走
兵
と
学
生
の
二

人
に
服
冷
す
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ

　
想
像
と
現
笑
を
錆
綜
さ
せ
る
こ
と

で
、
大
局
渚
は
現
代
の
不
条
理
住
、
混

迷
の
状
況
を
如
く
。
遮
う
者
と
亘
わ
れ

る
も
の
が
混
然
と
し
て
し
ま
う
。

大
学
生
か
ら
奮
っ
た
レ
シ
ャ
ー
ツ

ｒ
‐
ぺ
｀
、
｀
ア
ノ
け
ハ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
『
ノ
ノ
．
Ｋ

ｆ

ｈ
ａ
ｓ
ｒ
ｌ
ｘ
ノ
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会
会
会

究研
究
学文
研
法

スン
済

一
フ
フ
経
同

主
体
的
に
と
り
組
ん
だ
、
同
法
会
、
経

済
研
究
会
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
会
等

の
登
場
は
、
サ
ー
ク
ル
連
動
と
し
て
画

期
的
な
役
割
り
と
創
造
性
を
も
た
ら
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
同
法
会
の
基
調
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
「
現
在
の
支
配

階
級
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に
下
ろ
さ
れ

て
く
る
反
勲
菅
谷
に
対
し
、
そ
の
狛

回
住
を
暴
回
し
、
七
の
政
治
的
意
図
を

且
学
的
に
突
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我

々
の
置
か
れ
て
い
る
各
説
的
心
腹
を
認

識
し
、
か
つ
わ
れ
か
れ
一
肩
捉
の
任
縦

谷
白
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
七

の
高
作
に
お
い
て
曰
ド
ド
匠
皐
な
る
削

刊
機
岡
惣
る
こ
と
を
鉄
石
し
、
斜
ヅ
か

ら
貼
に
的
男
説
を
目
的
言
言
的
に
趾

水
し
て
い
く
ツ
ブ
毘
ご
べ
の
言
の

ご
　
　
　
　
　
　
Ｉ
’
　
　
Ｉ

　
言
上
の
よ
う
な
然
に
○
白
と
に
曰
よ

言
愉
臼
半
安
伴
宵
浪
足
と
い
ラ
ヱ

更
的
に
き
わ
め
て
重
。
支
な
位
置
を
有
し

て
い
る
、
階
級
的
激
動
が
ま
さ
に
開
始

さ
れ
ん
と
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
学

問
探
究
集
団
と
し
て
の
党
派
性
を
認
識

し
、
学
問
的
真
実
を
武
器
と
し
て
権
力

と
の
思
想
闘
争
に
お
い
て
最
先
端
に
立

つ
覚
悟
で
あ
る
。
」

　
経
済
研
究
会
に
お
い
て
は
、
マ
ル
ク

ス
経
済
学
と
近
代
経
済
学
と
二
つ
の
部

門
に
分
け
、
実
践
の
過
程
で
問
題
点
の

止
揚
を
計
っ
て
い
る
。
マ
ル
経
で
は
、

国
鉄
の
五
万
人
合
理
化
等
を
通
し
て
、

国
家
独
占
資
本
の
帝
国
主
義
的
編
成
へ

の
集
約
過
程
を
、
近
経
で
は
、
貿
易
に

関
し
て
は
南
北
問
題
を
、
金
融
関
係
で

ド
ル
・
ボ
ン
ド
の
危
械
に
よ
る
世
界
帝

国
主
義
国
家
聞
取
り
引
き
＝
Ｔ
よ
Ｍ
Ｆ
体

制
の
瓦
解
を
、
そ
れ
ぞ
れ
論
点
に
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
の
世
界
的
流

動
性
の
な
か
で
、
民
青
糸
の
諸
君
に
よ

っ
て
「
日
本
経
済
言
言
」
と
い
う
の

が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
等
の
唯

一
の
理
論
「
目
帝
の
対
米
従
図
」
の
規

定
の
賜
物
で
あ
る
が
、
階
級
的
視
点
を

全
く
失
な
っ
た
「
反
米
愛
国
」
路
碗
の

排
外
生
涯
に
さ
ら
な
る
小
細
工
で
「
前

衛
」
に
副
花
を
つ
け
な
け
れ
ば
率
い
。

掻
卵
、
仏
見
所
の
ザ
ー
ク
ル
烈
沓
言

は
、
大
体
に
お
い
て
、
日
法
会
と
半
を

同
じ
く
し
て
い
る
。
ス
ペ
他
に
社
公

言
白
白
、
啓
言
言
冊
べ
鉛
開
宇

ヅ
且
六
言
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
囲
俯
方

壮
行
言
い
出
し
、
が
俯
の
世
界
に
、
サ

ー
ク
ル
の
・
⑤
三
体
ヤ
ラ
取
引
し
か

つ
、
ズ
ブ
に
向
二
二
言
。
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サ

ー

ク
ル
紹
介

サ
ー
ク

ヘ
問
い

ル
存
在

か
け
る

　
Ｅ
Ｖ
Ｒ
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
に
お
け
る
世
界
状
勢
は
、
あ
ま
り

愕
も
露
骨
、
か
つ
大
き
な
く
ね
り
を

白
石
だ
。
国
内
に
お
い
て
だ
け
で

も
、
第
一
次
、
第
二
次
の
羽
田
闘
争
か

ら
、
佐
世
保
、
成
田
、
王
子
に
お
け
る

闘
争
ま
で
。
こ
の
よ
う
た
状
況
の
中
で

Ｅ
ｖ
ｎ
か
ら
寸
刀
エ
ノ
テ
ー
シ
Ξ
ン
を

担
っ
た
、
学
府
団
、
文
巡
の
八
万
ザ

ー
ク
ル
ペ
い
っ
た
い
阿
を
も
っ
て
、

オ
リ
土
ン
テ
ー
シ
づ
／
に
言
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
の
鴎
ｙ
す
芯
六
界

状
勢
は
、
川
州
レ
ド
・
と
し

‐
回
す

る
、
死
ぬ
か
へ
牛
づ
る
か
言
脳
坤
ゴ

は
な
い
だ
ろ
う
か
ご
…
…
一
、
一
、

ヽ
．
ｙ
’
、
』
万
一
。
】

綴
を
暴
回
し
な
げ
几
⊇
言
言
こ
・
て

ぺ
服
悦
Ｔ
Ｍ
ド
仁
尚
Ｏ
ド
バ
、
犬

賢
察
心
配
の
言
づ
言
⑤
べ
三
　
ド
Ｌ

ｃ
、
曰
本
位
回
言
句
ブ
燃
ゾ
バ
づ
。

・
、
に

家
圓
に
よ
る
川
且
円
分
匹
ヅ
ヘ
の
這

凩
さ
ら
に
明
白
に
し
た
。

　
田
家
が
す
べ
て
の
川
州
才
六
士
分

員
し
て
、
田
代
四
阿
と
い
う
イ
デ
才

兄
丁
古
谷
で
も
っ
て
、
人
足
ヤ
回
を

集
約
し
て
い
こ
う
と
す
る
ト
、
祠
別
駄

本
た
る
私
大
大
学
は
、
学
士
に
対
し
、

教
学
内
容
か
ら
そ
の
目
付
的
土
石
に
ま

で
、
自
か
ら
の
江
府
と
し
て
の
四
六
を

遂
行
し
て
く
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ド
宍
旧
居
の
桓
こ

い
る
」
状
況
で
あ
る
こ
と
け
否
め
な

い
。

　
国
家
が
自
ら
の
内
然
的
必
然
性
に
よ

っ
て
人
民
の
前
に
登
場
し
、
そ
の
必
然

性
に
よ
っ
て
人
民
を
己
の
サ
イ
ク
ル
の

中
に
吸
収
し
ょ
う
と
ず
る
時
「
要
求
」

に
い
う
言
葉
は
、
あ
わ
れ
な
空
念
仏
以

上
の
何
も
の
で
も
な
い
。
一
体
、
何
を

要
求
し
ょ
う
と
い
う
の
か
。
こ
の
状
況

に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
自
己
の
複
利

Ｈ
自
由
彦
硲
ず
る
こ
と
が
出
来
る
の

は
、
た
だ
一
つ
、
徹
底
し
て
権
力
と

研究集団の党派性

権力への思想的武器に

口
づ
づ
」
こ
と
聯
廿
心
り
良
心
い
。

か
く
し
て
、
サ
ー
ク
ル
の
則
辿
囲
動

ペ
サ
ー
ク
ル
白
身
、
運
動
体
と
し

て
、
け
ら
の
唐
門
的
思
考
過
程
を
言
し

て
、
全
体
保
と
し
て
の
出
京
握
力
ま
で

⑤
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
フ
ー
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